
                   

 

 ２０２２年５月３１日 

 

鈴与商事ニュースリリース 

鈴 与 商 事 株 式 会 社  

経営企画部長 佐野 博紀 

 

ＣＯ２排出量可視化プラットフォームサービス 

「ＥｃｏＮｉＰａｓｓ（エコニパス）」の提供開始について 

 

鈴与商事株式会社（本社：静岡市、代表取締役社長：加藤正博、以下、鈴与商事）は、ウイング 

アーク１ｓｔ株式会社（本社：東京都港区、代表取締役 社長執行役員ＣＥＯ：田中 潤、以下、 

ウイングアーク １ｓｔ）と共同で、カーボンニュートラルに向けたプラットフォームサービスとし

て 、 サ プ ラ イ チ ェ ー ン に お け る Ｃ Ｏ ２ 排 出 量 の 集 計 ・ 可 視 化 を 提 供 す る 

「ＥｃｏＮｉＰａｓｓ（エコニパス）」を開発し、２０２２年６月１日（水）より提供開始すること

をお知らせ致します。 

 

「ＥｃｏＮｉＰａｓｓ」は、カーボンニュートラルの推進に取り組まれている企業（ご利用者様）、

ならびに、そのサプライヤーのＣＯ２排出量をクラウドサービス上で自動的に集計・可視化し、 

ＣＯ２排出量の現状把握と削減施策の検討を支援するサービスです。 

簡単な操作とわかりやすい画面、安価かつシンプルな料金体系により、ＣＯ２排出量を把握する 

ための業務工数とコストを削減し、業種業界を問わずご利用頂けます。 

 

 

■ 背景 

２０５０年カーボンニュートラルの実現に向け、企業を中心に世界的な取り組みが加速しています。

国内においても、企業単体だけではなく、サプライチェーン全体でＣＯ２排出量を削減する動きが 

活発になっています。 

しかし、企業によっては現在のＣＯ２排出量の把握が進まず、サプライチェーン全体での把握に 

おいては、どのように排出量を取りまとめるか等が課題となっています。 

そこで当社は、ＣＯ２削減に取り組む企業だけでなく、そのサプライヤーとも共同でご利用頂ける

プラットフォームサービスとして「ＥｃｏＮｉＰａｓｓ」を開発しました。 

 

■ ＣＯ２排出量可視化サービス「ＥｃｏＮｉＰａｓｓ」の特長について 

 

【特長１】サプライチェーン連携機能により報告集計の業務負荷を低減 

「ＥｃｏＮｉＰａｓｓ」は、ご利用者様と報告を求めたいサプライヤーと共にご使用頂くこと 

で、自社の排出量にサプライヤー各社の排出量を自動的に連携※することができ、報告と集計の

業務負荷を低減します。 

 



 

※連携にはメーカー、サプライヤー双方の利用ならびに申込時の連携設定が必要となります。 

  

【特長２】初期費用ゼロ、月額４，８００円（税別）、低コストで利用可能 

「ＥｃｏＮｉＰａｓｓ」は自社の排出量可視化のみならず、標準でサプライチェーン連携機能を 

有しながら、初期費用ゼロ、利用料は月額４，８００円（税別）相当※１の低価格を実現して 

います。連携対象となるサプライヤー向けには、報告機能と自社排出量の可視化サービスを 

ご用意し、月額１，５００円（税別）相当※２でご利用頂けます。 

 

 

【特長３】直感的にわかりやすいダッシュボード画面でＣＯ２排出量を把握 

温室効果ガス (ＧＨＧ)プロトコル※３をベースとしたＳｃｏｐｅ※４別表示やエネルギー種別表 

示、企業・事業所別表示など、ＣＯ２排出量をわかりやすく表示するとともに、月次トレンド 

表示や原単位表示により削減活動の進捗管理にもご活用頂けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ※３ 温室効果ガス（ＧＨＧ）プロトコルとは、温室効果ガスの排出量を算定・報告する際の国際的な規準。 

地球温暖化対策のために企業が温室効果ガスの排出量を算定・報告するようになり、実態を反映した 

信頼性のある情報のための規準として作成された。  

※４ Ｓｃｏｐｅとは、温室効果ガスの排出者や排出のされ方による区分で、以下の３つに分類される。ＧＨＧ 

プロトコルでは、Ｓｃｏｐｅ１～３を合計したものがサプライチェーン全体の排出量となる。 

 

Ｓｃｏｐｅ１：事業者自らによる温室効果ガスの直接排出（燃料の燃焼、工業プロセス） 

Ｓｃｏｐｅ２：他社から供給された電気、熱・蒸気の使用に伴う間接排出 

Ｓｃｏｐｅ３：スコープ１、２以外の間接排出（事業者の活動に関連する他社の排出） 

 

■「ＥｃｏＮｉＰａｓｓ（エコニパス）」の名称について 

 「ＥｃｏＮｉＰａｓｓ」は、「環境に配慮する（Ｅｃｏ）」ために（Ｎｉ）、「手段や情報を人に 

渡す（Ｐａｓｓ）」という思いを込め名付けました。  

 

■ウイングアーク１ｓｔ株式会社との共同開発について 

 ウィングアーク１ｓｔは、「Ｅｍｐｏｗｅｒ  Ｄａｔａ，Ｉｎｎｏｖａｔｅ  ｔｈｅ  

Ｂｕｓｉｎｅｓｓ， ｓｈａｐｅ ｔｈｅ Ｆｕｔｕｒｅ． 情報に価値を、企業に変革を、社会に

未来を。」というビジョンのもと、データ活用のプロフェッショナル企業として、長年にわたり多く

の 企 業 の 業 務 効 率 化 や 業 績 向 上 を 支 援 、 デ ー タ 集 約 ・ 分 析 ツ ー ル 

「Ｍｏｔｉｏｎ Ｂｏａｒｄ Ｃｌｏｕｄ」や「Ｄｒ．Ｓｕｍ Ｃｌｏｕｄ」を提供しています。 

 この度、鈴与商事におけるエネルギーマネジメントの知見やカーボンニュートラルに関する企画を、

ウィングアーク１ｓｔが提供する「Ｄａｔａｒｉｎｇ Ｓｏｌｕｔｉｏｎ＝事業企画からソリューシ

ョン開発、データの価値化・維持、システム開発を伴わない顧客導入支援」を活用して、 

「ＥｃｏＮｉＰａｓｓ」というクラウドサービスを共同開発しました。 

 

■今後について 

現在は、製品１個あたりのＣＯ２排出量可視化や製造ラインに設置した計測機器からのデータ連携 

機能の追加など、お客様の利便性が向上する機能の拡張を目指し、さらなる開発を進めております。

将来的には企業データや物流データなど、様々な外部データとの連携も企画、開発して参ります。 

 

鈴与商事は、「ＥｃｏＮｉＰａｓｓ」によるＣＯ２排出量の可視化に加えてこれまでに培った 

省エネ・再エネに関するノウハウを活かした削減計画の立案支援、実行サポートまで、一貫した 

トータルソリューション提案を行うことで、カーボンニュートラル社会の実現に貢献して参ります。 

 

＜報道関係者の方の問い合わせ先＞  

  問い合わせ先：経営企画部  

電 話   ：０５４－２７３－７８３２  

メール   ：s-info@ss.suzuyoshoji.co.jp 

 ＜お客様のお問い合わせ先＞ 

    問い合わせ先：エネルギーソリューション企画販売部 

電 話   ：０５４－６６３－３３９０ 

       ※受付９：００～１７：００／土日祝を除く 

    ＷＥＢ   ： https://form.k3r.jp/suzuyoshoji/energysystem         以 上 
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